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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて基地局（ＢＳ）で制御情報を伝送する方法であって、前記方
法は、
　所定の長さのビットストリームと前記ビットストリームを指示する指示子とを含むＣｙ
ｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ（ＣＲＣ）マスクによって、ＣＲＣをマス
キングすることと、
　前記マスキングされたＣＲＣを含む前記制御情報を少なくとも一つの移動局（ＭＳ）に
伝送することと
　を含み、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビットストリームがランダムアクセス
識別子（ＲＡＩＤ）を含むか否かを指示する、方法。
【請求項２】
　前記ビットストリームが前記ＲＡＩＤを含まない場合、前記ビットストリームは、ステ
ーションＩＤ（ＳＴＩＤ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＳＴＩＤは、一つのＭＳを識別する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　無線通信システムにおいて移動局（ＭＳ）で制御情報を受信する方法であって、前記方
法は、
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　所定の長さのビットストリームと前記ビットストリームを指示する指示子とを含むＣｙ
ｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ（ＣＲＣ）マスクによってマスキングされ
たＣＲＣを含む前記制御情報を基地局（ＢＳ）から受信することと、
　前記制御情報をデコーディングし、前記マスキングされたＣＲＣを検査することと
　を含み、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビットストリームがランダムアクセス
識別子（ＲＡＩＤ）を含むか否かを指示する、方法。
【請求項５】
　前記ビットストリームが前記ＲＡＩＤを含まない場合、前記ビットストリームは、ステ
ーションＩＤ（ＳＴＩＤ）を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳＴＩＤは、一つのＭＳを識別する、請求項５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、無線通信システムで制御情報を送受信する
方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　まず、従来の無線通信システムにおいて制御情報伝送方法について説明する。ＩＥＥＥ
（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ
　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）　８０２．１６ｅシステムにおいて、基地局は、ＣＤＭＡ割当情
報要素（ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ；
以下、“ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ＩＥ”という。）を通じて、レンジングコー
ドを用いて帯域幅を要請する端末にリソースを割り当てる。
【０００３】
　レンジングコードは、目的によって４種類に分類される。すなわち、レンジングコード
は、初期レンジングのためのレンジングコード、ハンドオーバーレンジングのためのレン
ジングコード、定期的レンジングのためのレンジングコード及び帯域幅要請のためのレン
ジングコードに分類される。従来技術では、複数のレンジングコードを生成し、目的によ
って４種類に分類して用いるので、レンジングコードのそれぞれのインデックスが互いに
異なる。
【０００４】
　表１は、ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ＩＥを示すものである。
【０００５】
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【表１】

　表１で、期間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）フィールドは、基地局がＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　ＩＥを通じて端末に割り当てるリソースの量を、ＯＦＤＭＡスロットの単位で示
す。反復コーディング指示（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｃｏｄｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ）フィールドは、端末が、割り当てられたリソースを通じて伝送するデータのコーディ
ング率を示す。
【０００６】
　フレーム番号インデックス（ｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ　ｉｎｄｅｘ）は、端末がＣＤ
ＭＡコードを伝送したフレームを示し、フレーム番号インデックスにフレーム番号の４個
の最下位ビット（ｌｅａｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ、ＬＳＢ）が用いられる
。
【０００７】
　レンジングコード（ｒａｎｇｉｎｇ　ｃｏｄｅ）フィールドは、端末が伝送したＣＤＭ
Ａコードを示し、レンジングシンボル（ｒａｎｇｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ）フィールドは、
端末がＣＤＭＡコードを伝送する時に用いたＯＦＤＭＡシンボルを示し、レンジングサブ
チャネル（ｒａｎｇｉｎｇ　ｓｕｂｃｈａｎｎｅｌ）フィールドは、端末がＣＤＭＡコー
ドを伝送する時に用いたレンジングサブチャネルを示す。
【０００８】
　近年、標準化が進行しつつあるＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムにおいて、基地局は
、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）サービス制御情報をアドバンストマップ（ａｄｖａｎ
ｃｅｄ　ＭＡＰ；以下、“Ａ－ＭＡＰ”という。）を通じて端末に伝送する。ユニキャス
トサービス制御情報には、端末に基づいて決定される制御情報（ｕｓｅｒ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と、端末に基づいて決定されない制御
情報（ｎｏｎ　ｕｓｅｒ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
）とがある。端末によって決定される情報には、リソース割当情報、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒ
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ｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）フィードバック情報、電力
制御情報があり、リソース割当情報は割当Ａ－ＭＡＰを通じて伝送され、ＨＡＲＱフィー
ドバック情報はＨＡＲＱフィードバックＡ－ＭＡＰを通じて伝送され、電力制御情報は電
力制御Ａ－ＭＡＰを通じて伝送される。全てのＡ－ＭＡＰは、Ａ－ＭＡＰ領域と呼ばれる
物理的リソース領域を分けて使用する。
【０００９】
　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）のそれぞれは、１６ビ
ットＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を含む。
【００１０】
　基地局がＡ－ＭＡＰ　ＩＥにＣＲＣを付加する方法について、図１を参照して説明する
。
【００１１】
　図１（ａ）は、基地局が端末ＩＤを用いてＣＲＣをマスキングする場合を示し、図１（
ｂ）は、基地局がＲＡＩＤ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ）を用いてＣＲＣをマス
キングする場合を示す。ここで、端末ＩＤとは、一つの端末に割り当てられたＩＤと複数
の端末に割り当てられたＩＤを共に含む概念である。
【００１２】
　図１（ａ）及び図１（ｂ）に示すように、基地局は、巡回生成多項式（ｃｙｃｌｉｃ　
ｇｅｎｅｒａｔｏｒ　ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌ）を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣを、１２
ビット端末ＩＤまたは１２ビットＲＡＩＤを用いてマスキングし、１６ビットマスキング
されたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を、入力データに付加する。基地局は、識別された端末（ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｅｄ　ｕｓｅｒ）に伝送するＡ－ＭＡＰ　ＩＥには、端末ＩＤでマスキング
されたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を付加し、匿名の端末（ａｎｏｎｙｍｏｕｓ　ｕｓｅｒ）に伝
送するＡ－ＭＡＰ　ＩＥには、ＲＡＩＤでマスキングされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を付加す
る。ＲＡＩＤは、ランダムアクセス（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ）の特性によって生成
される。ランダムアクセスの特性には、コードが伝送された時間インデックス、コードが
伝送された周波数インデックス及び端末が伝送したコードインデックスがある。
【００１３】
　図２（ａ）は、端末が、端末ＩＤを用いて、受信したＭＣＲＣをマスキングする場合を
示し、図２（ｂ）は、端末ＩＤ及びＲＡＩＤを用いて、受信したＭＣＲＣをマスキングす
る場合を示す。
【００１４】
　図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように、端末は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを受信すると、受
信したＡ－ＭＡＰ　ＩＥをデコーディングした後、巡回生成多項式を用いて、１６ビット
のマスキングされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を計算する。そして、１６ビットのマスキングさ
れたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を、端末ＩＤを用いて確認する。具体的に、ＭＣＲＣを端末ＩＤ
でマスキングして０が出ると、端末は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に伝送された
ものであることを認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認する。
【００１５】
　端末がランダムアクセスを試み、応答を待っている場合には、ＭＣＲＣをマスキングし
て０が出ないと、ＲＡＩＤでＭＣＲＣをマスキングする。ＲＡＩＤでＭＣＲＣをマスキン
グして０が出ると、端末は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に伝送されたものである
こと認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認する。
【００１６】
　ランダムアクセスを試みない端末は、端末ＩＤでＣＲＣをマスキングし、０が出ないと
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視し、ランダムアクセスを試みた端末は、ＲＡＩＤでＭＣＲＣをマ
スキングし、０が出ないとＡ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００１７】
　ところが、従来技術では、端末の端末ＩＤが他の端末のＲＡＩＤと同じ場合、及びレン
ジングコードを伝送した端末のＲＡＩＤが帯域幅要請コードを伝送した他の端末のＲＡＩ
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Ｄと同じ場合は、端末は、他の端末に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥを、自身に伝送された
ものと認識するという問題点があった。
【００１８】
　また、ＩＤが互いに同一でなくても、デコーディング誤りによって、端末は、他の端末
に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥを、自身に伝送されたものと認識する問題点が生じる。例
えば、基地局は端末Ａに、端末ＡのＳＴＩＤでマスキングされたＭＣＲＣが含まれたＡ－
ＭＡＰ　ＩＥを伝送したにもかかわらず、他の端末Ｂは、該Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを誤ってデ
コーディングし、自身のＲＡＩＤでマスキングされたＭＣＲＣが含まれたＡ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅと認識することがある。
【００１９】
　これは、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｅシステムでは、同一に設計されたコードを各目的に
よって４個のグループに分けて使用することから、全てのコードのインデックスが異なる
が、ＩＥＥＥ　８０２．１６ｍシステムでは、帯域幅要請のためのコードとレンジングの
ためのコードをそれぞれ設計したため、帯域幅要請のためのコードとレンジングのための
コードのインデックスが同一になることがあり、帯域幅要請コードを受信した基地局とレ
ンジングコードを受信した基地局は、同じタイプのＡ－ＭＡＰ　ＩＥでアップリンク割当
情報を端末に伝送するからである。
【００２０】
　また、これは、同じＣＲＣを状況によってそれぞれ異なる識別子でマスキングするから
である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　上述のように、従来技術によれば、端末の端末ＩＤが他の端末のＲＡＩＤと同じ場合、
及びレンジングコードを伝送した端末のＲＡＩＤが帯域幅要請コードを伝送した他の端末
のＲＡＩＤと同じ場合、端末は、他の端末に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥを、自身に伝送
されたものと認識する問題点がある。また、ＩＤが互いに同一でなくても、デコーディン
グ誤りによって、端末は、他の端末に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥを、自身に伝送された
ものと認識することがある。
【００２２】
　本発明の目的は、端末が、他の端末に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥを、自身に伝送され
たものと認識しないようにする制御情報伝送方法を提供することにある。
【００２３】
　また、本発明では、制御情報伝送において端末が效率的に制御情報を受信するためのＣ
ＲＣマスキング手法についても説明する。
【００２４】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、上記の技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者には明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　上記課題を達成するために、本発明の一様相に係る無線通信システムにおける制御情報
伝送方法では、基地局が、ＣＲＣを、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指
示子を含むＣＲＣマスクでマスキングする段階と、前記マスキングされたＣＲＣを含む制
御情報を一つ以上の端末に伝送する段階と、を行い、前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに
含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、Ｒ
ＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせることを特徴とする。
【００２６】
　ここで、前記ビット列が前記ＲＡＩＤを含まない場合、前記ビット列は端末ＩＤ（Ｓｔ
ａｔｉｏｎ　ＩＤ、ＳＴＩＤ）を含むことができる。前記ＳＴＩＤは、一つの端末または
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複数の端末を識別するのに用いられてよい。
【００２７】
　また、前記ビット列は一つ以上の追加ビットをさらに含むことができる。前記追加ビッ
トは、前記ＳＴＩＤが一つの端末を識別するのに用いられるＳＴＩＤなのか、複数の端末
を識別するのに用いられるＳＴＩＤなのかを表すことができる。
【００２８】
　前記制御情報は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）でよい。
【００２９】
　ここで、前記ＣＲＣ及び前記ＣＲＣマスクは１６ビット長を、前記ＲＡＩＤは１５ビッ
ト長を、そして前記ＳＴＩＤは１２ビット長を有することができる。
【００３０】
　上記の実施形態は、基地局が端末からレンジングコードを受信する場合に適用でき、こ
の時前記制御情報は、ＲＡＩＤを前記ビット列に含むＣＲＣマスクでマスキングされたＣ
ＲＣを含み、前記レンジングコードを通じて前記端末が要請したリソースを前記端末に割
り当てる情報でよい。前記ＲＡＩＤは、レンジングのためのＲＡＩＤであり、前記ＲＡＩ
Ｄは、前記レンジングコードが伝送された時間のインデックス、前記レンジングコードが
伝送された周波数のインデックス及び前記レンジングコードのインデックスによって生成
されてよい。
【００３１】
　また、上記の実施形態は、基地局が端末から帯域幅要請コードを受信する場合に適用で
き、この時、前記制御情報は、前記ビット列にＲＡＩＤを含むＣＲＣマスクでマスキング
されたＣＲＣを含み、前記帯域幅要請コードを通じて前記端末が要請したリソースを前記
端末に割り当てる情報でよい。前記ＲＡＩＤは、帯域幅要請のためのＲＡＩＤであり、前
記ＲＡＩＤは、前記帯域幅要請コードが伝送された時間のインデックス、前記帯域幅要請
コードが伝送された周波数のインデックス及び前記帯域幅要請コードのインデックスによ
って生成されてよい。
【００３２】
　一方、上記課題を解決するために、本発明の他の様相に係る無線通信システムにおける
制御情報受信方法では、端末が、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子
を含むＣＲＣマスクでマスキングされたＣＲＣを含む制御情報を基地局から受信する段階
と、前記制御情報をデコーディングし、前記マスキングされたＣＲＣを確認する段階と、
を行うことができ、ここで、前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列が
ランダムアクセスＩＤ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか
否かを知らせることを特徴とする。
【００３３】
　また、上記課題を解決するために、本発明のさらに他の様相に係る無線通信システムに
おいて制御情報を伝送する基地局は、プロセッサ、受信モジュール、伝送モジュール、及
び外部から受信する無線信号を前記受信モジュールに伝送し、前記伝送モジュールから伝
達される無線信号を外部に伝送するためのアンテナを含んでなり、前記プロセッサは、Ｃ
ＲＣを所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子を含むＣＲＣマスクでマス
キングし、前記マスキングされたＣＲＣを含む制御情報を前記伝送モジュールを介して一
つ以上の端末に伝送するように制御し、前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記
ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含
んでいるか否かを知らせることを特徴とする。
【００３４】
　なお、上記課題を解決するために、本発明のさらに他の様相に係る無線通信システムに
おいて制御情報を受信する端末は、端末はプロセッサ、受信モジュール、伝送モジュール
、及び外部から受信する無線信号を前記受信モジュールに伝送し、前記伝送モジュールか
ら伝達される無線信号を外部に伝送するためのアンテナを含んでなり、前記プロセッサは
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、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子を含むＣＲＣマスクでマスキン
グされたＣＲＣを含む制御情報を、前記受信モジュールを介して基地局から受信し、前記
制御情報をデコーディングし、前記マスキングされたＣＲＣを確認するように制御し、前
記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせることを特徴とす
る。
（項目１）
　無線通信システムにおいて基地局が制御情報を伝送する方法であって、
　ＣＲＣを、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子を含むＣＲＣマスク
でマスキングし、
　前記マスキングされたＣＲＣを含む制御情報を、一つ以上の端末に伝送すること
を含み、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　ＡｃｃｅｓｓＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせる、制御情報伝
送方法。
（項目２）
　前記ビット列が前記ＲＡＩＤを含まない場合、前記ビット列は端末ＩＤ（Ｓｔａｔｉｏ
ｎ　ＩＤ、ＳＴＩＤ）を含む、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目３）
　前記ＳＴＩＤは、一つの端末または複数の端末を識別するのに用いられる、項目２に記
載の制御情報伝送方法。
（項目４）
　前記ビット列は一つ以上の追加ビットをさらに含む、項目２に記載の制御情報伝送方法
。
（項目５）
　前記追加ビットは、前記ＳＴＩＤが一つの端末を識別するのに用いられるＳＴＩＤなの
か、複数の端末を識別するのに用いられるＳＴＩＤなのかを表す、項目４に記載の制御情
報伝送方法。
（項目６）
　前記制御情報は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）である、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目７）
　前記端末からレンジングコードを受信することをさらに含み、
　前記制御情報は、前記ビット列が前記ＲＡＩＤを含むＣＲＣマスクでマスキングされた
ＣＲＣを含み、前記レンジングコードを通じて前記端末が要請したリソースを前記端末に
割り当てる情報である、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目８）
　前記ＲＡＩＤは、レンジングのためのＲＡＩＤであり、
　前記ＲＡＩＤは、前記レンジングコードが伝送された時間のインデックス、前記レンジ
ングコードが伝送された周波数のインデックス、及び前記レンジングコードのインデック
スによって生成される、項目７に記載の制御情報伝送方法。
（項目９）
　前記端末から帯域幅要請コードを受信することをさらに含み、
　前記制御情報は、ビット列が前記ＲＡＩＤを含むＣＲＣマスクでマスキングされたＣＲ
Ｃを含み、前記帯域幅要請コードを通じて前記端末が要請したリソースを前記端末に割り
当てる情報である、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目１０）
　前記ＲＡＩＤは、帯域幅要請のためのＲＡＩＤであり、
　前記ＲＡＩＤは、前記帯域幅要請コードが伝送された時間のインデックス、前記帯域幅
要請コードが伝送された周波数のインデックス、及び前記帯域幅要請コードのインデック
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スによって生成される、項目９に記載の制御情報伝送方法。
（項目１１）
　無線通信システムにおいて端末が制御情報を受信する方法であって、
　所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子を含むＣＲＣマスクでマスキン
グされたＣＲＣを含む制御情報を基地局から受信し、
　前記制御情報をデコーディングし、前記マスキングされたＣＲＣを確認すること
を含み、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせる、制御情報
受信方法。
（項目１２）
　前記ビット列が前記ＲＡＩＤを含まない場合、前記ビット列は端末ＩＤ（Ｓｔａｔｉｏ
ｎ　ＩＤ、ＳＴＩＤ）を含む、項目１１に記載の制御情報受信方法。
（項目１３）
　前記ＳＴＩＤは、一つの端末または複数の端末を識別するのに用いられる、項目１２に
記載の制御情報受信方法。
（項目１４）
　前記ビット列は、一つ以上の追加ビットをさらに含む、項目１２に記載の制御情報受信
方法。
（項目１５）
　前記追加ビットは、前記ＳＴＩＤが一つの端末を識別するのに用いられるＳＴＩＤなの
か、複数の端末を識別するのに用いられるＳＴＩＤなのかを表す、項目１４に記載の制御
情報受信方法。
（項目１６）
　前記制御情報は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）である、項目１１に記載の制御情報受信方法。
（項目１７）
　無線通信システムにおいて制御情報を伝送する基地局であって、
　プロセッサ、受信モジュール、伝送モジュール、及び外部から受信する無線信号を前記
受信モジュールに伝送し、前記伝送モジュールから伝達される無線信号を外部に伝送する
ためのアンテナを含み、
　前記プロセッサは、ＣＲＣを、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子
を含むＣＲＣマスクでマスキングし、前記マスキングされたＣＲＣを含む制御情報を、前
記伝送モジュールを介して一つ以上の端末に伝送するように制御し、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせる、基地局。
（項目１８）
　無線通信システムにおいて制御情報を受信する端末であって、
　プロセッサ、受信モジュール、伝送モジュール、及び外部から受信される無線信号を前
記受信モジュールに伝送し、前記伝送モジュールから伝達される無線信号を外部に伝送す
るためのアンテナを含み、
　前記プロセッサは、所定長さのビット列及び前記ビット列を指示する指示子を含むＣＲ
ＣマスクでマスキングされたＣＲＣを含む制御情報を、前記受信モジュールを介して基地
局から受信し、前記制御情報をデコーディングし、前記マスキングされたＣＲＣを確認す
るように制御し、
　前記指示子は、前記ＣＲＣマスクに含まれる前記ビット列がランダムアクセスＩＤ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ、ＲＡＩＤ）を含んでいるか否かを知らせる、端末。
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【発明の効果】
【００３５】
　本発明の実施例によれば、基地局がマスキング指示子を用いてマスキングされたＣＲＣ
を制御情報に含めて伝送することによって、端末が他の端末に伝送された制御情報を自身
に伝送されたものと認識する問題を解決することができる。
【００３６】
　また、上記の方式によるＣＲＣマスクを用いることによって、端末は、該当の制御信号
に適用されたＣＲＣマスキングの類型を効率よく確認することができる。
【００３７】
　本発明から得られる効果は、以上に言及した効果に制限されず、言及していない他の効
果は、下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者には明ら
かになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】（ａ）は、基地局が端末ＩＤを用いてＣＲＣをマスキングする場合を示し、（ｂ
）は、基地局がＲＡＩＤ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ＩＤ）を用いてＣＲＣをマスキ
ングする場合を示す。
【図２】（ａ）は、端末が端末ＩＤを用いて受信したＣＲＣをマスキングする場合を示し
、（ｂ）は、端末ＩＤ及びＲＡＩＤを用いて受信したＣＲＣをマスキングする場合を示す
。
【図３】（ａ）は、基地局が端末ＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣをマスキングする場
合、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、（ｂ）は、端末ＩＤ及びマスキング
指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情報を受信する方法を示す。
【図４】（ａ）は、基地局がレンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣ
をマスキングする場合、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、（ｂ）は、レン
ジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情報
を受信する方法を示す。
【図５】専用ハンドオーバーレンジングコードを受信した基地局が、該専用ハンドオーバ
ーレンジングコードを割り当てた端末に与えた端末ＩＤでマスキングしたＣＲＣが含まれ
た一般的に伝送されるＡ－ＭＡＰ　ＩＥを通じてリソースを割り当てる手順を示す図であ
る。
【図６】（ａ）は、基地局が帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣ
をマスキングする場合、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、（ｂ）は、帯域
幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情報
を受信する方法を示す。
【図７】（ａ）は、基地局が１６ビット端末ＩＤでＣＲＣをマスキングする場合、本発明
の実施例による制御情報伝送方法を示し、（ｂ）は、端末が１６ビット端末ＩＤでマスキ
ングされたＣＲＣを含む制御情報を受信する方法を示す。
【図８】本発明の他の実施例であって、本発明の実施例を実現できる移動端末及び基地局
の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施例について、本発明の属する技術の分野
における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。ただし、本発
明は、様々な別の形態に具現することができ、ここで説明する実施の形態に限定されない
。そして、図面中、本発明を明確に説明するために、説明と関連しない部分は省略し、明
細書全体を通じて類似の部分には類似の図面符号を付ける。
【００４０】
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　明細書全体において、ある部分がある構成要素を“含む”とすれば、これは、特別な言
及がない限り、他の構成要素を除外するという意味ではなく、他の構成要素をさらに含む
ことが可能であるということを意味する。また、明細書に記載された“…部”、“…機”
、“モジュール”などの用語は、少なくとも一つの機能や動作を処理する単位を意味し、
これは、ハードウェア、ソフトウェア、またはハードウェアとソフトウェアとの結合で具
現することができる。
【００４１】
　本発明の実施例による制御情報伝送方法について、図３乃至図６を参照して説明する。
【００４２】
　本発明の実施例では、制御情報に付加されるＣＲＣを、端末ＩＤとマスキング指示子（
ｍａｓｋｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、またはＲＡＩＤとマスキング指示子でマスキン
グする。以下の説明において、端末ＩＤは、一つの端末に割り当てられたＩＤと複数の端
末に割り当てられたＩＤの両方を含む概念とする。
【００４３】
　まず、マスキング指示子について説明する。本発明の実施例に係る無線通信システムで
は１６ビットＣＲＣを用い、端末ＩＤ及びＲＡＩＤは１２ビットであるから、マスキング
指示子は最大４ビットまで用いることができる。表２は、本発明の実施例に係るマスキン
グ指示子の一例を示すものである。
【００４４】
【表２】

　マスキング指示子は、ＣＲＣマスキングに用いられる識別子（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）
を指示する。すなわち、表１のように、マスキング指示子は、ＣＲＣが１２ビット端末Ｉ
Ｄでマスキングされるか、ＣＲＣがレンジングのためのランダムアクセスＩＤ（ｒａｎｄ
ｏｍ　ａｃｃｅｓｓＩＤ；以下、“ＲＡＩＤ”という。）でマスキングされるか、ＣＲＣ
が帯域幅要請のためのＲＡＩＤでマスキングされるか、ＣＲＣが１６ビット端末ＩＤでマ
スキングされるかを表す。
【００４５】
　ＲＡＩＤは、コードが伝送された時間インデックス、コードが伝送された周波数インデ
ックス及び端末が伝送したコードインデックスなどのランダムアクセスの特性によって生
成される。端末が基地局にレンジングコードを伝送した場合、基地局が生成したＲＡＩＤ
をレンジングのためのＲＡＩＤとし、端末が基地局に帯域幅要請コードを伝送した場合、
基地局が生成したＲＡＩＤを帯域幅要請のためのＲＡＩＤとする。
【００４６】
　基地局が端末に１６ビットの端末ＩＤを割り当てる場合、１６ビット端末ＩＤは、マス
キング指示子の位置にマスキング指示子００１１を含むことができる。例えば、マスキン
グ指示子が最上位ビット（ｍｏｓｔ　ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ；以下、“ＭＳＢ
”という。）に位置するとすれば、１６ビット端末ＩＤは、０ｂ００１１ｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘの形態となり、よって、００１１は、マスキング指示子と端末ＩＤの一部の役
割を兼ねることとなる。
【００４７】
　マスキング指示子は、ＣＲＣをマスキングする１６ビットにおいて、ＭＳＢ、ＬＳＢま
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たは任意の位置に含まれてよい。
【００４８】
　そして、表１のように、マスキング指示子が４個であれば、２ビットで４個のマスキン
グ指示子を全て表現できるから、４ビットにおける残り２ビットを用いて他のフィールド
を表すこともできる。
【００４９】
　まず、１２ビット端末ＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣをマスキングする場合、本発
明の実施例による制御情報伝送方法について図３を参照して説明する。
【００５０】
　図３（ａ）は、基地局が端末ＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣをマスキングする場合
、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、図３（ｂ）は、端末ＩＤ及びマスキン
グ指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情報を受信する方法を示す。
【００５１】
　図３（ａ）を参照すると、基地局は、巡回生成多項式（ｃｙｃｌｉｃ　ｇｅｎｅｒａｔ
ｏｒ　ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌ）を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣを１２ビット端末ＩＤ及
びマスキング指示子０ｂ００００を用いてマスキングする。そして、１６ビットマスキン
グされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を含む制御情報を端末に伝送する。この時、制御情報は、Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥでよい。本発明の実施例では、制御情報がＡ－ＭＡＰ　ＩＥであるとして
説明するが、これに限定されるものではない。
【００５２】
　図３（ｂ）を参照すると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを受信した端末は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデ
コーディングした後、巡回生成多項式を用いて１６ビットＭＣＲＣを計算する。そして、
ランダムアクセス手順を行わない端末は、１６ビットＭＣＲＣを端末ＩＤ及びマスキング
指示子０ｂ００００でマスキングする。
【００５３】
　端末はランダムアクセス手順においてレンジングコードまたは帯域幅要請コードを伝送
し、レンジングコードまたは帯域幅要請コードを受信した基地局は、レンジングのための
ＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ０００１でマスキングされたり、帯域幅要請のための
ＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ００１０でマスキングされたＣＲＣを含むＡ－ＭＡＰ
　ＩＥを、端末に伝送する。そして、レンジングコードまたは帯域幅要請コードを伝送し
なかった端末にＡ－ＭＡＰ　ＩＥを伝送する場合には、ＣＲＣを端末ＩＤ及びマスキング
指示子０ｂ００００でマスキングしてＡ－ＭＡＰ　ＩＥに付加する。
【００５４】
　したがって、ランダムアクセス手順を行わない端末は、１６ビットＭＣＲＣを端末ＩＤ
及びマスキング指示子０ｂ００００でマスキングする。
【００５５】
　端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に
伝送されたものであることを認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認する。
一方、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００５６】
　次に、レンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣをマスキングする場
合、本発明の実施例による制御情報伝送方法について図４を参照して説明する。
【００５７】
　図４（ａ）は、基地局がレンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣを
マスキングする場合、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、図４（ｂ）は、レ
ンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情
報を受信する方法を示す。
【００５８】
　端末からレンジングコードを受信した基地局は、レンジングコードを通じて端末が要請
したリソースを、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ
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－ＭＡＰ　ＩＥ）を通じて端末に割り当てる。この場合、基地局は、ＣＤＭＡ割当Ａ－Ｍ
ＡＰ　ＩＥに、レンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ０００１を用いて
マスキングされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を含めて、端末に伝送する。
【００５９】
　図４（ａ）を参照すると、基地局は、巡回生成多項式を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣ
を、レンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ０００１を用いてマスキング
する。そして、１６ビットマスキングされたＣＲＣを含むＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ
を端末に伝送する。
【００６０】
　初期接続のためにレンジングコードを基地局に伝送した端末が、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥを受信する方法について説明する。図４（ｂ）に示すように、当該端末は、ＣＤ
ＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデコーディングした後、巡回生成多項式を用いて１６ビット
ＭＣＲＣを計算する。そして、ＭＣＲＣをレンジングのためのＲＡＩＤ及びマスキング指
示子０ｂ０００１を用いてマスキングする。
【００６１】
　そして、端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅが基地局から端末に伝送されたものであることを認知し、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅの残りのフィールドを確認する。一方、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、ＣＤ
ＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００６２】
　初期接続のためにレンジングコードを基地局に伝送した端末は、まだ端末ＩＤを受け取
っていないから、端末ＩＤを用いてＡ－ＭＡＰ　ＩＥをマスキングしない。
【００６３】
　ハンドオーバーのためにレンジングコードを基地局に伝送した端末が、ＣＤＭＡ割当Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥを受信する方法について説明する。図４（ｂ）に示すように、端末は、Ｃ
ＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデコーディングした後、巡回生成多項式を用いて１６ビッ
トＭＣＲＣを計算する。そして、ターゲット基地局から専用ハンドオーバーレンジングコ
ード及び端末ＩＤが与えられるか否かによって、端末は、異なる手順を行う。専用ハンド
オーバーレンジングコード及び端末ＩＤが与えられなかった端末は、上述した初期接続と
同様に動作する。一方、専用ハンドオーバーレンジングコード及び端末ＩＤが与えられた
端末は、受信したＡ－ＭＡＰ　ＩＥが、端末が伝送したレンジングコードに対する応答と
して伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥなのか、一般的に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥなのかが
わからないため、一応ＭＣＲＣを端末ＩＤ及びマスキング指示子０ｂ００００でマスキン
グする。端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から
端末に伝送されたものであることを認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認
し、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、ＣＲＣをレンジングのためのＲＡＩＤ及び
マスキング指示子０ｂ０００１を用いてマスキングする。
【００６４】
　そして、端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅが基地局から端末に伝送されたものであることを認知し、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅの残りのフィールドを確認し、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、ＣＤＭＡ割当
Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００６５】
　この時、基地局が、専用ハンドオーバーレンジングコード及び端末ＩＤの与えられた端
末が伝送したレンジングコードに対する応答として、ＲＡＩＤに代えて該当の端末ＩＤで
マスキングした一般的に伝送されるＡ－ＭＡＰ　ＩＥ（例えば、ダウンリンクリソース割
当の場合は“ＤＬ　ｂａｓｉｃ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ”、アップリ
ンクリソース割当の場合は“ＵＬ　ｂａｓｉｃ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅ”）を送るとあらかじめ定義したとすれば、端末は、自身の端末ＩＤのみを用いて、Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に伝送されたものであることを把握すればよい。
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【００６６】
　図５は、専用ハンドオーバーレンジングコードを受信した基地局が、該専用ハンドオー
バーレンジングコードを割り当てた端末に与えた端末ＩＤでマスキングしたＣＲＣが含ま
れた一般的に伝送されるＡ－ＭＡＰ　ＩＥを通じてリソースを割り当てる手順を示す。
【００６７】
　図５において、基地局は、ハンドオーバーにおいてターゲット基地局であるという意味
から“ＴＡＢＳ（Ｔａｒｇｅｔ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＢＳ）”、端末は“ＡＭＳ（Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　ＭＳ）”と表記した。専用ハンドオーバーレンジングコードを受信した基地
局は、当該専用ハンドオーバーレンジングコードを割り当てた端末が、ＡＡＩ－ＲＮＧ－
ＲＥＱメッセージ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｒａｎｇｉｎｇ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送できるように、当該端末に与えた端末ＩＤでマ
スキングしたＣＲＣが含まれたアップリンク基本割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＵＬ　ｂａｓｉ
ｃ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）を伝送することができる。この時、基地
局は、専用ハンドオーバーレンジングコードを受信したか否かを表すＲＮＧ－ＡＣＫメッ
セージを伝送することができる。アップリンク基本割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを受信した端末
は、該Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ中の割り当てられたアップリンクリソースを通じてＡＡＩ－ＲＮ
Ｇ－ＲＥＱメッセージ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｉｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｒａｎｇｉｎ
ｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｍｅｓｓａｇｅ）を伝送することができる。これを受信した基地
局は、当該端末に伝送するＡＡＩ－ＲＮＧ－ＲＳＰメッセージがいずれのダウンリンクリ
ソース領域を通じて伝達されるかを知らせるために、当該端末に与えた端末ＩＤでマスキ
ングしたＣＲＣが含まれたダウンリンク基本割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＤＬ　ｂａｓｉｃ　
ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ）を伝送することができる。また、基地局は、
当該Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ中のダウンリンクリソースを通じてＡＡＩ－ＲＮＧ－ＲＳＰメッセ
ージを伝送することができる。
【００６８】
　上記の実施形態で基地局が伝送するＡ－ＭＡＰ　ＩＥは、本発明の様々な実施形態に係
るＣＲＣマスクを用いてマスキングされればよい。
【００６９】
　次に、帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣをマスキングする場
合、本発明の実施例による制御情報伝送方法について図６を参照して説明する。
【００７０】
　図６（ａ）は、基地局が帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でＣＲＣを
マスキングする場合、本発明の実施例による制御情報伝送方法を示し、図６（ｂ）は、帯
域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子でマスキングされたＣＲＣを含む制御情
報を受信する方法を示す。
【００７１】
　端末から帯域幅要請コードを受信した基地局は、帯域幅要請コードを通じて端末が要請
したリソースを、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥ）を通じて端末に割り当てる。この時、基地局は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥに帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ００１０を用いてマス
キングされたＣＲＣを含めて端末に伝送する。
【００７２】
　図６（ａ）を参照すると、基地局は、巡回生成多項式を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣ
を、帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ００１０を用いてマスキング
する。そして、１６ビットマスキングされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を含むＣＤＭＡ割当Ａ－
ＭＡＰ　ＩＥを、端末に伝送する。
【００７３】
　図６（ｂ）を参照すると、端末は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデコーディングし
た後、巡回生成多項式を用いて１６ビットＭＣＲＣを計算する。そして、端末は、受信し
たＡ－ＭＡＰ　ＩＥが、端末が伝送した帯域幅要請コードに対する応答として伝送された
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Ａ－ＭＡＰ　ＩＥなのか、一般的に伝送されたＡ－ＭＡＰ　ＩＥなのかがわからないので
、一応ＭＣＲＣを端末ＩＤ及びマスキング指示子０ｂ００００でマスキングする。端末は
、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に伝送され
たものであることを認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認し、一方、ＭＣ
ＲＣをマスキングして０が出ないと、ＭＣＲＣを帯域幅要請のためのＲＡＩＤ及びマスキ
ング指示子０ｂ００１０を用いてマスキングする。
【００７４】
　そして、端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅが基地局から端末に伝送されたものであることを認知し、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　Ｉ
Ｅの残りのフィールドを確認し、一方、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、ＣＤＭ
Ａ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００７５】
　次に、１６ビット端末ＩＤでＣＲＣをマスキングする場合、本発明の実施例による制御
情報伝送方法について図７を参照して説明する。
【００７６】
　図７（ａ）は、基地局が１６ビット端末ＩＤでＣＲＣをマスキングする場合、本発明の
実施例による制御情報伝送方法を示し、図７（ｂ）は、端末が１６ビット端末ＩＤでマス
キングされたＣＲＣを含む制御情報を受信する方法を示す。
【００７７】
　図７（ａ）を参照すると、基地局は、巡回生成多項式を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣ
をマスキング指示子０ｂ００１１を含む１６ビット端末ＩＤを用いてマスキングする。そ
して、１６ビットマスキングされたＣＲＣ（ＭＣＲＣ）を含む制御情報を、端末に伝送す
る。この時、制御情報はＡ－ＭＡＰ　ＩＥでよい。
【００７８】
　図７（ｂ）を参照すると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを受信した端末は、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデ
コーディングした後、巡回生成多項式を用いて１６ビットＭＣＲＣを計算する。そして、
ランダムアクセス手順を行わない１６ビット端末ＩＤを持つ端末は、１６ビットＭＣＲＣ
を、マスキング指示子０ｂ００１１を含む端末ＩＤでマスキングする。
【００７９】
　端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地局から端末に
伝送されたものであることを認知し、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残りのフィールドを確認し、一
方、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視する。
【００８０】
　以上の実施例では、端末ＩＤは簡単に一つの端末を識別するものとして説明したが、複
数の端末を識別するために用いられてもよい。すなわち、複数の端末に伝送される放送情
報の場合、該放送情報伝送のための放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが伝送されてよい。この放
送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのマスクに用いられる端末ＩＤは、複数の端末を識別するための
識別子であり、ＣＲＣマスクは、該放送割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのマスクに用いられる端末
ＩＤを用いて生成されてもよい。
【００８１】
　下記の表３は、本発明の実施例に係るマスキング指示子の他の例を示すものである。
【００８２】
【表３】

　マスキング指示子と端末ＩＤあるいはＲＡＩＤとの総長が、ＣＲＣ長（１６ビット）よ
りも小さいと、それだけのビットは他のビットに設定できる。例えば、本実施例で、上記
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の表３のように、１ビットマスキング指示子と１２ビット端末ＩＤが用いられる場合、Ｃ
ＲＣは１ビットマスキング指示子、０の値を有する３ビット及び１２ビット端末ＩＤを用
いてマスキングされてよい。ここで、３ビットは、当該ＣＲＣをマスキングする端末ＩＤ
が、一つの端末に割り当てられたＩＤなのか、複数の端末に割り当てられたＩＤなのかを
区別する機能を有することもできる。
【００８３】
　マスキング指示子は、ＣＲＣマスキングに用いられる識別子を指示する。すなわち、上
記の表３のように、マスキング指示子は、ＣＲＣが端末ＩＤでマスキングされるか、ＣＲ
ＣがＲＡＩＤでマスキングされるかを表すことができる。ＲＡＩＤは、端末が基地局にレ
ンジングコードを伝送して生成されたり、帯域幅要請コードを伝送して生成されたりする
ことができる。上記の表２では、ＣＲＣが、レンジング過程で生成されたＲＡＩＤでマス
キングされるか、あるいは帯域幅要請過程で生成されたＲＡＩＤでマスキングされるかを
マスキング指示子が知らせるのに対し、上記の表３ではそれらを区別しない。
【００８４】
　本実施例で、端末がレンジングコードを伝送する場合と帯域幅要請を行う場合における
プロセスは、端末がレンジングコードを伝送するか、あるいは帯域幅要請コードを伝送す
るかのみ異なる以外は、同様の方式で行われてよい。したがって、以下では、端末がレン
ジングコードを伝送した場合について説明する。
【００８５】
　表２と関連して上述した例では、ＲＡＩＤが１２ビットであるとした。しかし、１２ビ
ットのＲＡＩＤは、基地局と端末間のランダムアクセスを行うにあたり、固有性（ｕｎｉ
ｑｕｅｎｅｓｓ）が保障されるには短いことがある。したがって、表３のように、１ビッ
ト長のＣＲＣマスクタイプ識別子を用いる場合、１５ビットのＲＡＩＤを用いるとする。
【００８６】
　端末からレンジングコードを受信した基地局は、レンジングコードを通じて端末が要請
したリソースを、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ（ＣＤＭＡ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥ）を通じて端末に割り当てることができる。この時、基地局は、レンジン
グ過程で生成されたＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ１を用いてマスキングされたＣＲ
ＣをＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥに含めて端末に伝送することができる。
【００８７】
　基地局は、巡回生成多項式を用いてＣＲＣを生成し、ＣＲＣを、ＲＡＩＤ及びマスキン
グ指示子０ｂ１を用いてマスキングすることができる。そして、１６ビットマスキングさ
れたＣＲＣを含むＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを端末に伝送することができる。
【００８８】
　端末は、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥをデコーディングした後、巡回生成多項式を用
いて１６ビットＭＣＲＣを計算する。そして、ＭＣＲＣを、自身のレンジング過程で生成
されたＲＡＩＤ及びマスキング指示子０ｂ１を用いてマスキングすることができる。
【００８９】
　端末は、ＭＣＲＣをマスキングして０が出ると、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥが基地
局から端末に伝送されたものであることを認知し、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥの残り
のフィールドを確認することができる。ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥのタイプ（例えば
、割当タイプ（ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｔｙｐｅ））がレンジングを表すと、端末は、そ
れを基地局が自身に伝送したものであることがわかる。もし、他のタイプ（例えば、帯域
幅要請）を表すと、当該ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥを無視すればいい。
【００９０】
　もし、端末がＭＣＲＣをマスキングして０が出ないと、ＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥ
を無視すればいい。
【００９１】
　上記の表３のような方式は、レンジング過程で生成されたＲＡＩＤでマスキングされる
か、帯域幅要請過程で生成されたＲＡＩＤでマスキングされるかを、マスキング指示子が
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知らせず、それを知らせるフィールドがさらに伝送されなければならない。
【００９２】
　下記の表４は、レンジングを試みた端末にリソースを割り当てるためのＣＤＭＡ割当Ａ
－ＭＡＰ　ＩＥなのか、帯域幅要請を試みた端末にリソースを割り当てるためのＣＤＭＡ
割当Ａ－ＭＡＰ　ＩＥなのかを知らせるフィールドが追加されたＣＤＭＡ割当Ａ－ＭＡＰ
　ＩＥのフォーマットである。
【００９３】
【表４－１】

【００９４】
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【表４－２】

　図８は、本発明のさらに他の実施例であって、上述の本発明の実施例を実現できる移動
端末及び基地局の構成を示す図である。
【００９５】
　移動端末（ＡＭＳ）及び基地局（ＡＢＳ）は、情報、データ、信号及び／またはメッセ
ージなどを送受信できるアンテナ１０００，１０１０、アンテナを制御してメッセージを
伝送する送信モジュール（Ｔｘ　ｍｏｄｕｌｅ）１０４０，１０５０、アンテナを制御し
てメッセージを受信する受信モジュール（Ｒｘ　ｍｏｄｕｌｅ）１０６０，１０７０、基
地局との通信と関連する情報を記憶するメモリー１０８０，１０９０、及び送信モジュー
ル、受信モジュール及びメモリーを制御するプロセッサ１０２０，１０３０をそれぞれ備
えることができる。
【００９６】
　アンテナ１０００，１０１０は、伝送モジュール１０４０，１０５０で生成された信号
を外部に伝送したり、外部から無線信号を受信して受信モジュール１０６０，１０７０に
伝達する機能を果たす。多重アンテナ（ＭＩＭＯ）機能が支援される場合には、２個以上
のアンテナが備えられてよい。
【００９７】
　プロセッサ１０２０，１０３０は、通常、移動端末または基地局の全般的な動作を制御
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する。特に、プロセッサは、上述した本発明の実施例を行うための制御機能、例えば、上
記の表２または３に表したマスキング指示子を用いてＣＲＣ／ＭＣＲＣをマスキングする
動作を行うことができ、その他にも、サービス特性及び伝播環境に応じたＭＡＣ（Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム可変制御機能、ハンドオーバー（Ｈａ
ｎｄＯｖｅｒ）機能、認証及び暗号化機能などを果たすことができる。また、プロセッサ
１０２０，１０３０は、種々のメッセージの暗号化を制御できる暗号化モジュール及び種
々のメッセージの送受信を制御するタイマーモジュールをそれぞれさらに備えることがで
きる。
【００９８】
　伝送モジュール１０４０，１０５０は、プロセッサからスケジュールリングされて外部
に伝送される信号及び／またはデータに所定の符号化（ｃｏｄｉｎｇ）及び変調（ｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ）を行ってからアンテナ１０００，１０１０に伝達することができる。
【００９９】
　受信モジュール１０６０，１０７０は、外部からアンテナ１０００，１０１０を介して
受信した無線信号に複号（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及び復調（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を
行って原本データの形態に復元してプロセッサ１０２０，１０３０に伝達することができ
る。
【０１００】
　メモリー１０８０，１０９０は、プロセッサの処理及び制御のためのプログラムを格納
することもでき、入／出力されるデータ（移動局の場合、基地局から割り当てられたアッ
プリンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、システム情報、ステーション識別子（ＳＴＩＤ
）、フロー識別子（ＦＩＤ）、動作時間（Ａｃｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）、領域割当情報及び
フレームオフセット情報など）を臨時記憶することもできる。
【０１０１】
　また、メモリーは、フラッシュメモリータイプ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｔｙｐｅ
）、ハードディスクタイプ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｔｙｐｅ）、マルチメディアカードマ
イクロタイプ（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｃａｒｄ　ｍｉｃｒｏ　ｔｙｐｅ）、カードタイ
プのメモリー（例えば、ＳＤまたはＸＤメモリーなど）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　
Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）、磁気メモリー、磁気ディスク、光ディスクの一つ以上のタイプの記憶媒体を含む
ことができる。
【０１０２】
　上述した方法は、端末が巡回生成多項式を用いて計算した結果であるマスキングされた
ＭＣＲＣを、自身の端末ＩＤ及びマスキング指示子、あるいはＲＡＩＤ及びマスキング指
示子でマスキングして得られた結果が０であるか否かによって、自身に伝送されたＡ－Ｍ
ＡＰ　ＩＥであるかを判断する。他の方法は、端末が巡回生成多項式を用いて計算した結
果であるマスキングされたＭＣＲＣが、自身の端末ＩＤ及びマスキング指示子、あるいは
ＲＡＩＤ及びマスキング指示子と同一であるか否かによって、自身に伝送されたＡ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥであるかを判断する。これらの方法のいずれかにするかは、端末メーカーによっ
て決定される。
【０１０３】
　本発明に係る実施例は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
ｍｗａｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハー
ドウェアによる具現の場合、本発明の一実施例に係る制御データ送受信方法は、一つまた
はそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａ
ｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅ
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ｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、
ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどにより具現する
ことができる。
【０１０４】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例に係る　制御デー
タ送受信方法は、以上で説明された機能または動作を行うモジュール、手順または関数な
どの形態とすることができる。例えば、ソフトウェアコードは、メモリーユニットに保存
され、プロセッサにより駆動されてよい。メモリーユニットは、プロセッサの内部または
外部に設けられて、公知の様々な手段によりプロセッサとデータを交換することができる
。
【０１０５】
　本発明は、本発明の技術的思想及び必須特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体
化可能であるということは、当業者にとっては明らかである。したがって、上記の詳細な
説明は、いずれの面においても制約的に解析されてはならず、例示的なものとして考慮さ
れなければならない。本発明の範囲は、添付した請求項の合理的な解析により決定される
べきであり、よって、本発明の等価的範囲内における変更はいずれも本発明の範囲に含ま
れる。なお、特許請求の範囲で明示的な引用関係を有しない請求項を結合して実施例を構
成したり、出願後の補正により新しい請求項として含めることができるということは明ら
かである。

【図１】 【図２】
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